
社会の分断を越える「夢」
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都築則彦 / Tsuzuki Norihiko

1994年千葉県⽣まれ。
学⽣団体おりがみ代表。
Earth Light Project実⾏委員会代表。
全国学⽣ボランティアフォーラム代表。
千葉⼤学⼤学院⼈⽂公共学府博⼠後期課程1年⽣。

千葉⼤学理学部物理学科で宇宙物理学を専攻した後、
⼤学院で専攻を変え、社会学の⽴場からサードセクターの研究に打ち込む。

第16回世界⼥⼦ソフトボール選⼿権⼤会ボランティア専⾨部会委員
⽇本財団学⽣ボランティアセンター中⻑期計画策定委員会「学⽣ボランティア活動⽀
援に関する検討委員会」委員
など歴任。メディア出演多数。
2019年度課外活動に係る学⻑表彰受賞。2017年千葉市⼤学市⻑賞受賞。
東京2020オリンピック聖⽕ランナー。

⾃⼰紹介
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おりンピック・パラリンピックを
がくせい
みんなで盛り上げよう

「おりがみ」の由来



新型コロナウイルス（COVID-19）





2020年、世界中で噴出する「分断」の問題。
この課題意識を、世界中の⼈々と共有し、
分断に⽴ち向かうための「シンボル」を創ります。

遥か上空の炎を、彼⽅遠くに⽣きる⼈と⾒つめる

Earth Light Project





クラウドファンディングサイト「CAMPFIRE」の

「チャレンジカテゴリ」で歴代３位(2020年9⽉当時)の調達⾦額







社会の分断は、他者と夢を共有し、仲間となることで超えて⾏ける。

Key message



⼩学校４年⽣からの
⽜乳配達



焦燥感



宇宙の研究者



第⼀の関⾨

中卒で働くか、⾼校に進学するか



⾼校に⾏っても、
⼤学に⾏けない。



2011年3⽉11⽇ 東⽇本⼤震災（⾼校１年⽣）
出典：https://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/road



出典：http://blog.livedoor.jp/pac747/archives/2406211.html



教育こそが最⼤の投資。
夢を追いかけてくれ。



受験失敗

20

本当に⾃分は
宇宙物理学者になるべきなのか？
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オリンピック×宇宙



数々の挫折
アイデア不⾜

⾃尊⼼との闘い

学⽣の活動への疑⼼暗⻤

何と呼べば良いか
わからない活動

メンバーが⼀⼈も
いなくなった時期

オリンピック批判



パラスポーツ
⽀援



広がる活動



当てもない焦燥感からではなく、
⼈⽣をかけて研究したいと思える軸

ボランティア
-Volunteer-



現在
⽂転、院進。



焦燥感の正体：格差の再⽣産構造

出典：https://www.ecopa.jp/facilities/stadium/



⾃分の現状に⽌まらず、
その枠を越えようとする意志を持つこと

打開策 夢



跳ね返し続けてくる

⾼い壁
それでも社会に関わろうと続けること

＝ ボランティア



そもそも、ボランティアとは、近代⾰命で⼈々が⼿にした
社会に関わる権利

特権⾝分（貴族）王国の国⺠

それ以外の⼈々
市⺠

市⺠社会

みんなの意⾒

分断

前近代 近代



⽇本では戦後、
社会教育とコミュニティケアの⽂脈で、

教育と福祉を中⼼にボランティアが推進されてきた

この構造が、「ボランティア」を狭く押し込め、
さらには教育・福祉を閉じた業界にしているのではないか？



ひとりで夢をゼロから⽣み出し、

信じ続けることは難しい



みんなで共有し、共に追える夢とは？
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答え① オリンピック・パラリンピック



聖⽕は昔、世界を廻っていた
出典：https://blog.goo.ne.jp/if19/e/ea5946d83d64399b985924071c926549 出典：https://tokyo2020.org/ja/torch/route/



⺠族の分断を背景にした
聖⽕リレーの妨害運動によって、

世界の聖⽕リレーは失われた

出典：http://svjiddm2005brg.slmame.com/e1478947.html

出典：http://www.asahi.com/edu/nie/kiji/kiji/TKY200805050113.html

出典：http://beijing2008.nikkansports.com/news/column/20080428.html



世界の聖⽕リレーを取り戻す（⾮公式）



答え② 宇宙



宇宙からは、国境線は⾒えなかった
宇宙⾶⾏⼠ ⽑利衛



スペースバルーン
-Space Balloon-



2020年、世界中で噴出する「分断」の問題。
この課題意識を、世界中の⼈々と共有し、
分断に⽴ち向かうための「シンボル」を創ります。

遥か上空の炎を、彼⽅遠くに⽣きる⼈と⾒つめる

Earth Light Project



壮⼤な夢の

実現へ
⼀歩

踏み出した。



絶望の中だからこそ、夢を描くことを諦めない



夢不⾜



コロナだからこそ集まれた
全国の仲間たち

207名、30団体







「おもしろそう」という感情から
⽇本のボランティアを変えていく

全国学⽣ボランティアフォーラム
うえの夏まつり復活プロジェクト
パラコネクトプロジェクト
2020キャンドルナイトリレー etc…



⽣きるための
⽜乳配達 夢への没頭



夢とは、⽣きる希望

社会の分断は、他者と夢を共有し、仲間となることで超えて⾏ける。


